平成　　年 　　月 　　日

趣旨書

四街道市民ミュージカル
「 希　望 」 (仮称) 
鹿放ケ丘の開拓史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　主催団体　四街道市民ミュージカル公演実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　濱砂喜富
　　　　　　　　　　　　　　　
私たち「四街道市民ミュージカル実行委員会」は、「この街に豊かな文化を。子どもから大人まで演劇がおりなす感動を共有したい。たくさんの感動に出会えたら、人として心豊かな感性が育まれる」などを目的として、2013年度から継続(隔年)して小さなお子さんからお年寄りまで、四街道市民だけにこだわらず、希望される市外の皆さんの幅広い参加で「四街道市民ミュージカル」を、四街道市文化センター大ホールで公演いたします。また四街道には県立盲学校や養護学校もあり、障がい者の皆さんにも強く出演をいただきたいと願っています。
　作品は、基本的に地元四街道市に関連するものを題材として取り組みます。
2013年度では、日本には3つしかないと言われる「セリフのあるお神楽」、熊野神社に伝わる「狐取り」を題材に「ミュージカル」を立ち上げました。
２０１５年（第２回）の作品は、戦後における四街道開拓の中心である鹿放ケ丘を題材に取組みます。鹿放ケ丘は見渡す限りの畑で、四街道市を象徴する風景でもあります。また、新鮮野菜は四街道市民の豊かで楽しい食卓を飾ります。四街道市は、住宅街と豊かな緑が共存する素敵な環境にあります。文字通り鹿放ケ丘の畑はその一役を担っています。
四街道の開拓は、１４歳から１６歳の子ども達を中心とした開拓史で、そこには苦労の連続にもかかわらず、希望を持ち続け次世代へ繋げています。
近年、学校では「イジメ」が、あとを絶たず、家庭では「親が子を」「子が親を」傷つける等の事件もあとを立ちません。

私たちは、この作品を通して人としての思いやり、優しさ、自然の大切さ、そして、すべての生命に対する尊厳等を改めて考える機会になればと願っています。

四街道市民ミュージカルの出演者は広く市内外の皆さへ公募し、２００名(子ども120・大人80)で、前回より１ステージ増やし、３ステージで取り組みます。
趣旨をご理解の上、ご協力ご支援よろしくお願いいたします。

四街道市民ミュージカル「希望」(仮称)鹿放ケ丘の開拓史公演

四街道市文化センター大ホール

２０１５年８月２９日(土)２回公演　３０日(日)１回公演
主　　催・四街道市民ミュージカル実行委員会・財団法人四街道市施設管理公社
後援予定・四街道市教育委員会、四街道市、四街道PTA連絡協議会、千葉県教育委員会・他

